
発
賣
所
ニ
テ
購
入
ス
ベ
シ

0
昭
和
二
年
度
佛
語
教
科
書
掲
示
案
（
昭
和
二
年
四
月
）

各
科
二
年
ノ
佛
語
文
法
ハ
一
年
ノ
絞
キ
ト
ス

各
科
三
年
ノ
同
教
科
書
ハ
左
記
ノ
通
リ

近
代
佛
蘭
西
名
家
短
篇
選
集
第
二
編
（
代
七
十
銭
）

文
法
ハ
ニ
年
ノ
績
キ
ト
ス
（
白
水
社
）

⑦

中
国
古
美
術
保
存
調
査
会
設
置
計
画

本
校
作
成
「
特
殊
文
書
綴
庶
務
掛
」
に
次
の
一
連
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て

い
る
（
関
連
文
書
が
外
務
省
外
交
史
料
館
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
）
。

〔大
正
十
四
年
四
月
六
日
発
送
済
〕
本
文
案
ハ
大
村
教
授
ノ
起
平
二
成
ル

到
支
文
化
事
業
部
へ
照
會
案

今
般
支
那
國
立
北
京
大
學
ョ
リ
別
紙
窟
ノ
通
書
面
到
来
致
候
虞
右
ハ
其
古
美

術
保
存
ノ
事
ヲ
以
テ
到
支
文
化
事
業
中
最
モ
先
務
ノ
急
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ト
為

シ
小
官
ョ
リ
常
局
へ
建
議
ヲ
希
望
致
シ
来
リ
候
次
第
二
有
之
候
間
不
取
敢
供

貴
覧
候
右
ハ

小
官
モ
東
洋
ノ
學
術
上
極
メ
テ
切
要
有
益
ノ
事
卜
存
候
二
付

可
成
先
方
ノ
希
望
ヲ
容
レ
劉
支
文
化
事
業
費
ノ
若
干
ヲ
割
キ
テ
之
ヲ
提
供
セ

ラ
レ
中
國
古
美
術
保
存
調
査
會
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
組
織
セ
シ
メ
且
営
方
ョ
リ
先

方
ノ
希
望
ス
ル
適
嘗
ノ
學
者
ヲ
参
加
指
羽
セ
シ
メ

H
出
土
品
國
有
古
美
術
保

存
法
ノ
立
案
口
現
存
各
種
ノ
奮
蹟
遺
物
及
将
来
出
土
品
ノ
調
査
拉
二
日
其
保

存
的
慮
理
設
備
ノ
宜
施
四
古
蹟
ノ
稜
掘
⑮
個
人
蔵
品
ノ
鑑
査
登
録
因
清
帝
室

蔵
品
ノ
整
理
臼
美
術
館
創
設
ノ
器
備
四
在
外
中
國
古
美
術
品
ノ
研
究
的
文
献

ノ
蒐
集
田
中
國
美
術
史
ノ
編
集
等
ノ
事
業
ヲ
行
ハ
シ
メ
ラ
レ
候
様
致
度
候

若
幸
二
貴
部
二
於
テ
右
意
見
御
採
納
可
相
成
御
見
込
有
之
候
ハ
ゞ
御
嘱
託
次

國
立
北
京
大
學
研
究
所
図
學
門
主
任
沈
兼
士

道
俵
逗
沼
滅
海
易
勝
梱
往
前
大
村
先
生
恵
臨
倣
國
藉
稔

貴
校
整
餐
日
隆
至
為
欣
慰
窃
維
倣
邦
立
國
久
遠
閥
於
美
術
史
之
材
料
極
為

豊
富
第
以
歴
来
収
蔵
家
之
福
狭
輿
忽
略
遂
致
逐
漸
散
亡
同
人
等
目
撃
心
傷

函
擬
用
科
學
方
法
加
以
保
存
整
理
妓
幸

貴
國
欲
以
庚
款
用
於
焚
展
中
華
文
化
之
事
業
此
事
似
為
先
務
之
急

先
生
銃
者
射
於
斯
議
亦
頗
賛
同
今
特
致
函
於

執
事
深
願
注
意
及
之
個
能
建
議
於
営
局
質
亦
學
術
之
幸
也

道
安

北
京
大
学
へ
返
書
案

貴
書
欣
誦
仕
候
陽
春
ノ
候
益
々
御
多
祥
奉
賀
候
陳
者
御
来
示
ノ
貴
國
古

美
術
保
存
二
関
ス
ル
件
早
速
嘗
局
へ
提
議
致
候
慮
其
方
法

ノ
如
何
二
依
リ
テ

〔別
紙
、
国
立
北
京
大
学
用
箋
〕

正
木
先
生
執
事
久
欽

高
望
未
接

射
支
文
化
事
業
部
長
岡
部
長
景
殿

第
小
官
北
京
へ
出
張
シ
先
方
卜
具
体
的
方
法
ノ
協
議
ヲ
試
ミ
候
モ
不
苦
候

就
テ
ハ
該
書
面
二
到
シ
左
案
ノ
返
書
差
出
候
テ
可
然
候
哉
此
段
及
照
會
候

大
正
十
四
年
四
月

也

東
京
美
術
學
校
長

専
此
怖
達
敬
請

十
四
年
三
月
二
十
一
日

大
村
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大
正
十
四
年

月

日

月

日

日
本
東
京
美
術
學
校
長

正

木

直

彦

外
務
省
対
支
文
化
事
業
部
長
へ
書
翰
案

尊
翰
拝
詔
仕
候
過
日
差
出
候
書
類
中
北
京
大
学
ヘ
ノ
返
書
案
二
付
御
考
慮

被
下
改
訂
文
案
御
遣
相
成
リ
深
謝
之
至
二
候
右
浄
写
ノ
上
差
上
候
問
可
然

相
願
度
尚
本
件
今
後
ノ
進
展
二
就
テ
ハ
偏
二
御
高
配
願
上
申
候
草
々
敬
具

大

正

十

四

年

四

月

九

日

於

東

京

美

術

学

校

正

木

直

彦

外
務
省
対
支
文
化
事
業
部

岡
部
長
景
殿

〔印
刷
物
〕

北
京
大
學
へ
返
書
案

貴
書
欣
誦
仕
候
陽
春
ノ
候
盆
々
御
多
詳
奉
賀
候
陳
者
御
束
示
ノ
貴
國
古

美
術
保
存
二
閥
ス
ル
件
早
速
非
公
式
二
嘗
局
ノ
内
意
ヲ
伺
出
候
慮
其
方
法
及

程
度
ノ
如
何
二
依
リ
テ
ハ
貴
意
二
應
、
こ
得
ル
見
込
二
有
之
就
テ
ハ
近
々
ノ
内

官
公
務
ノ
都
合
ヲ
差
繰
リ
大
村
教
授
同
道
貴
地
二
赴
キ
具
儒
的
方
法
等
親
、
ン

ク
御
協
議
ヲ
重
ネ
其
ノ
上
ニ
テ
正
式
二
嘗
局
二
提
議
ス
ル
コ
ト
ト
致
度
就
テ

ハ
出
焚
ノ
都
合
モ
有
之
候
二
付
為
念
貴
方
御
都
合
折
返
シ
御
同
示
相
煩
度
此

段
申
進
候
敬
復

大
正
十
四
年

敬
復

ハ
貴
意
二
應
シ
候
テ
可
然
ト
ノ
意
見
二
有
之
就
テ
ハ
具
体
的
方
法
御
協
議
ノ

為
近
々
ノ
内
小
官
大
村
教
授
同
道
貴
地
二
出
張
可
致
諸
事
拝
吾
ヲ
期
シ
候

尚
出
狡
時
日
確
定
次
第
更
二
御
報
可
申
上
候

岡
郡
外
務
省
文
化
事
業
部
長

[外
務
省
用
箋
、
印
刷
物
〕

機
密

復
啓
陳
者
支
那
古
美
術
保
存
方
二
閥
、
ン
北
京
大
學
沈
教
授
ョ
リ
ノ
書
翰
ヲ

添
へ
本
月
六
日
附
貴
翰
ヲ
以
テ
御
申
越
ノ
趣
致
閲
悉
候
御
承
知
ノ
通
リ
豫

テ
営
省
二
於
テ
ハ
到
支
文
化
事
業
ト
シ
テ
北
京
二
人
文
科
學
研
究
所
及
躙
書

館
ヲ
設
置
｀
ン
日
支
協
同
ニ
テ
之
ヵ
紐
螢
二
営
ル
コ
ト
ト
致
度
希
望
ニ
テ
目
下

之
力
機
闘
ノ
組
織
二
付
交
渉
中
二
有
之
同
所
二
於
テ
ハ
其
ノ
一
分
科
ト
シ
テ

美
術
二
開
ス
ル
研
究
及
文
猷
ノ
蒐
集
ヲ
モ
行
ヒ
東
洋
文
化
ノ
保
存
研
究
及
狡

揚
二
資
、
ン
度
計
霊
二
有
之
候
慮
近
時
同
園
ノ
貴
重
ナ
ル
美
術
品
ニ
シ
テ
追
々

毀
損
散
逸
ノ
領
向
ア
ル
ハ
遺
憾
不
勘
候
二
付
御
申
越
ノ
御
考
案
ハ
頗
ル
時
宜

ニ
適
｀
ン
タ
ル
次
第
卜
被
思
料
候
執
レ
問
題
ノ
進
行
二
伴
ヒ
可
成
御
希
望
ニ

副
フ
様
取
計
ラ
ヒ
タ
キ
所
存
二
有
之
候
得
共
其
ノ
宜
行
方
法
及
程
度
二
付
テ

ハ
尚
篤
卜
考
究
協
議
ヲ
要
ス
ル
貼
モ
可
有
之
此
種
文
化
事
業
二
開
シ
テ
ハ
可

成
支
那
側
ヲ
シ
テ
自
稜
的
態
度
二
出
テ
｀
ン
メ
我
方
ハ
之
ヲ
援
助
指
導
ス
ル
ノ

形
式
ヲ
取
ル
コ
ト
事
業
ノ
買
施
上
得
策
卜
被
存
候
間
其
ノ
御
含
ニ
テ
御
措
置

相
成
様
致
度
北
京
大
學
宛
貴
翰
二
劉
｀
ン
テ
ハ
追
テ
同
大
學
ョ
リ
何
分
ノ
同
答

有
之
候
二
付
貴
下
御
出
張
ノ
手
績
等
二
就
テ
ハ
其
ノ
節
更
メ
テ
御
協
議
可
申

候
此
段
不
取
敢
同
答
得
貴
意
候
敬
具

大
正
十
四
年
四
月
十
四
日

正
木
東
京
美
術
學
校
長
殿

中
華
民
國
國
立
北
京
大
學
研
究
所

國
學
門
主
任
沈
兼
士
殿
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東
台
邦
画
会

大
正
十
四
年
六
月
六
日
、
本
校
日
本
画
科
卒
業
生
た
ち
が
東
台
邦
画
会
を
組

織
し
た
。
か
つ
て
日
本
画
科
卒
業
生
の
間
に
は
東
台
画
会
と
い
う
組
織
（
本
魯

第
二
巻
499S504
頁
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
各
科
を
網
羅
し
た
東
台
美
術
会
の
成
立

⑧
 

大
正
十
二
年
、
日
本
政
府
は
「
庚
款
」
（
庚
子
賠
款
）
す
な
わ
ち
義
和
団
事

件
の
賠
償
金
を
主
と
し
て
中
国
の
文
化
事
業
に
使
う
こ
と
と
し
、
ま
ず
北
京
に

人
文
科
学
研
究
所
と
図
書
館
を
、
上
海
に
自
然
科
学
研
究
所
を
設
置
し
、
日
中

共
同
で
運
営
す
る
計
画
を
公
表
し
、
外
務
省
対
支
文
化
事
業
部
が
そ
の
準
備
を

始
め
た
。
こ
う
し
た
動
き
が
進
む
な
か
で
、
北
京
大
学
の
沈
兼
士
は
同
大
学
を

訪
れ
た
本
校
教
授
大
村
西
崖
（
大
正
十
四
年

一
月
同
大
学
で
講
演
）
と
協
議
し

た
結
果
、
急
務
で
あ
る
と
こ
ろ
の
古
美
術
保
存
対
策
に
対
し
て
日
本
政
府
の
援

助
を
要
請
す
る
こ
と
と
し
、
美
術
行
政
の
中
枢
に
居
る
正
木
直
彦
に
仲
介
を
依

頼
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
正
木
と
西
崖
は
直
ち
に
「
中
国
古
美
術
保
存
調

査
会
」
設
置
計
画
を
立
て
、
彼
ら
が
計
画
推
進
の
日
本
側
代
表
と
な
る
べ
く
、

北
京
へ
赴
い
て
沈
と
更
に
協
議
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
対
支
文
化
事
業
部

も
人
文
科
学
研
究
所
設
置
計
画
と
抵
触
し
な
い
限
り
は
賛
成
す
る
と
い
う
意
向

を
示
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
沈
兼
士
は
正
木
や
西
崖
の
援
助
を
待
た
ず
、
北
京
大
学
、

東
京
、
京
都
両
帝
国
大
学
の
連
合
に
よ
る
東
方
考
古
学
協
会
（
大
正
十
五
年
六

月
発
足
）
に
与
し
、
ま
た
、
中
国
側
独
自
の
施
策
で
あ
る
と
こ
ろ
の
故
宮
博
物

院
（
大
正
十
四
年
九
月
設
置
）
に
副
院
長
兼
同
院
文
献
館
副
館
長
と
な
っ
た
の

で
、
正
木
や
西
崖
が
中
国
古
美
術
保
存
問
題
に
関
与
す
る
余
地
は
な
く
な
っ

こ
。

キ‘.

と
と
も
に
消
滅
し
た
。
し
か
し
、
東
台
美
術
会
は
大
正
五
年
の
東
京
美
術
学
校

改
革
運
動
の
余
波
を
受
け
て
、
何
ら
成
果
を
あ
げ
ず
雲
散
霧
消
し
た
。
そ
の
た

め
、
日
本
画
科
教
官
お
よ
び
卒
業
生
有
志
は
翌
六
年
、
新
た
に
池
畔
倶
楽
部
と

い
う
組
織
を
作
り
、
会
員
の
作
品
展
を
開
く
こ
と
と
し
た
。

こ
の
池
畔
倶
楽
部
の
主
な
メ
ン
バ
ー
は
寺
崎
広
業
、
川
合
玉
堂
、
結
城
素

明
、
松
岡
映
丘
、
平
福
百
穂
、
益
田
珠
城
、
小
林
源
太
郎
、
小
泉
勝
爾
、
太
田

義
一

、
篠
田
柏
邦
、
矢
沢
弦
月
、

香
川
東
華
、
田
村
彩
天
そ
の
他
で
、

大
正
六

年
五
月
に

三
越
で
第
一
回
展
を
開
き
、
そ
の
後
も
時
折
り
デ
。ハ
ー
ト
な
ど
で
展

覧
会
を
開
い
た
。
最
終
回
の
第
五
回
展
は
同
十
一一
一
年
六
月
に
上
野
松
坂
屋
で
開

い
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
勝
田
蕉
琴
は
「
東
台
邦
画
会
の
由
来
」
（
昭
和

二
年
六
月
一
日
、
二
日
、
『
東
京
毎
夕
新
聞
』）
の
な
か
で
池
畔
倶
楽
部
に
つ
い
て
、

之
は
以
前
の
や
う
な
、
卒
業
生
全
部
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
結
城
、
松
岡

雨
教
授
の
指
導
の
下
に
新
し
い
氣
分
を
多
分
に
盛
っ
た
、
活
き
活
き
し
た
會

で
し
た
が
、
回
を
重
ね
相
嘗
の
登
表
も
あ
り
ま
し
た
と
は
云
へ
、
會
員
中
に

祉
會
的
地
位
等
の
愛
化
が
生
じ
、
労
々
、
後
に
は
獲
會
営
初
の
意
氣
を
見
難

く
な
り
ま
し
た
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
池
畔
倶
楽
部
が
不
活
発
に
な
っ
た
た
め
、
卒
業

生
の
な
か
か
ら
新
た
に
大
組
織
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
生
じ
、
そ
の
た
め
の

懇
話
会
が
同
十

一
年
六
月
七
日
に
開
か
れ
た
。
翌
八
日
の

『
東
京
日
々
新
聞
』

は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
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